
令和４年度  第 1 回理事会 

１招集日時  令和 4年 4月 20日（水） 14:00～ 

２開催日時  令和 4年 4月 20日（水） 14:00～ 

３開催場所  天童ホテル (天童市)   

４出席役員  旧理事 居鶴 一彦  植木 哲也  鈴木 貴志  加藤 裕之  國井  徹 

夛田 耕一  樋口 悦子  髙橋 勝也  佐藤 直仁  伊藤 久美 

白田 美香  田中 静佳  大江 雅宏 

旧監事 小川 一弥  鈴木 智美  長澤ゆきえ 

＊下線のある方は次期役員継続 

新理事 石塚 毅彦  武田江身子  加藤 道代  石井  敦  小林  喬 

新監事 菊地 功祐 

（総理事数 21名、監事数 3名） 

       議長  植木 哲也 

書記  國井  徹 

５議事 

本理事会は、理事 21 名のうち 14 名（新理事を対象として）が出席であり、定款第 33 条に基づき理事

会における議決が成立することが確認されたのち、議事に入った。 

 

○ 報告 

１．会長報告／日臨技・北日本支部 

・日臨技理事会：1/22、3/26 に開催。北日本支部幹事会：2/25 に開催（居鶴会長出席）。 

・タスクシフト講習会：4/10に開催（2月に開催予定していたが延期となった）。本講習会は厚

生労働大臣指定講習会となっており、臨床検査技師の資格を有する者は受けなければならない

講習会となっている。他県でも新型コロナの影響で開催が遅れているようである。 

・臨地実習指導者講習会：学生実習を受け入れているいないに関わらず各施設 1 名以上の指導

者が必要となる。講習会は現在は施設より 1 名のみの参加となっているが、新人教育にも適

した内容となっている為、ぜひ受講していただきたい。 

・全国学会（大阪開催）の申込み期限が延長されている。北日本支部学会は北海道（函館）にて

開催。 

    

２．各地区（村山／庄内・最上／置賜） 

    村山：特になし 

    庄内・最上：Webにて役員会を開催した。 

    置賜：3月に地区研修会を開催した。 

    

３．各部（庶務／会計／学術／企画） 

庶務：技師会事務所の駐車場について台数確保できるか検討中。日臨技からの要請に基づき災

害対策マニュアルを策定中。 

    会計：本日会計監査実施。 

    学術：各部門で WEBにて研修会を開催している。10/23に現地開催と Web併用、アーカイブによ

る方式にて第 40 回県学会を開催した。学会学術賞は県立中央病院の鈴木大さん、若人奨

励賞は山形市立病院済生館の折原晶さんが受賞された。 



    企画：検査と健康展をビッグウイングにて開催した。参加者が少なく残念であった。 

       山形県公衆衛生学会、山形県臨床細胞学会にそれぞれ 20,000円を、子宮頸がんを考える

市民の会に 30,000円を助成した。 

 

４．各委員会（生涯教育／精度管理・データ標準化／「山形医学検査」編集／ホームページ） 

    生涯教育：県学会の参加費なしとしたため申込み者を全員登録するように変更した。 

    精度管理・データ標準化：12 月にビッグウイングにて精度管理報告会開催。138 名の参加があ

った。今年度のサーベイの準備を進めている。参加申込みは 5/13締切。 

    山形医学検査編集：報告なし 

    ホームページ：年度末に開催された研修会の報告や職員採用募集などを掲載した。 

   

５．その他 

  タスクシフト講習会を 4/10に開催、42名の参加者があった。施設より出張費として参加費が出

ない会員に対して、山臨技より 5,000円の補助を行うこととしている。 

 

○議題 

１．令和 3 年度総括および決算について 

別紙資料をもとに提案があり、議長が一同に諮ったところ賛成多数にて承認された。 

 

２．令和 4 年度の役割分掌について 

別紙資料をもとに次期役職の提案があり、承認された。（以下、敬称略） 

会長：植木哲也、副会長（村山地区長・学術担当）：夛田耕一、副会長（庄内最上地区長・企画

担当）：鈴木貴志、副会長（置賜地区長・庶務担当、兼 70 周年記念事業担当）：加藤裕之、学術

部長：佐藤直仁、庶務部長：國井徹、会計部長：武田江身子、企画部長：佐藤譲、連盟担当：阿

部宏美、精度管理・データ標準化委員長：石塚毅彦、HP 委員長：白田美香、生涯教育委員長：

伊藤久美、山形医学検査編集委員長：田中静佳 

その他各部長・委員長以外の役員の割振りについては、三役一任となった。 

 

３．令和 4 年度山臨技表彰者について 

別紙資料をもとに提案があり、議長が一同に諮ったところ賛成多数にて承認された。 

（以下、敬称略） 

特別功労賞：居鶴一彦 

功労賞：長岡純二、志田浩二、工藤祐一、岩崎啓子、亀井誠、邊見眞子 

永年職務精励者表彰：大道寺妙、三上淳一 

 

４．令和 4 年度の活動方針・予算案について 

別紙資料をもとに提案があった。議長が一同に諮ったところ賛成多数にて承認され本案は可決

されたが。（その後の審議にて予算の一部に関して再度検討が必要とされたため後日再提案とな

った。） 

 

５．第 49 回定期総会について 

  開催担当：庄内最上地区 

  日時：令和 4 年 6 月 18 日（土）13：00～  場所：鶴岡市 グランドエルサン 



  Zoom を併用したハイブリッド開催とし、Web 参加者については委任状提出とする予定 

  新人紹介などの企画を考えている 

 

６．その他 

特別会計、公益目的支出計画およびその金額、公益目的支出計画実施期間延長の申請を行って

いることなどについて居鶴会長より説明があった。 

植木次期会長より、令和 4 年度の事業を執行する上で山臨技の各部や委員会で PC などの備品

を整備する案が提案されたが、予算案の再検討が必要ではないかとの意見が出されたため、検

討することとなった。 

 

 

○連絡事項 

 

・次回理事会（令和 4年度 第 2回） 令和 4年 5月 （詳細未定 Web利用を予定） 



令和４年度  第 2 回理事会 議事録 

１招集日時  令和 4年 5月 18日（水） 17:45～ 

２開催日時  令和 4年 5月 18日（水） 17:45～ 

３開催場所  Zoom による Web 会議 

４出席役員  理事  植木 哲也  鈴木 貴志  加藤 裕之  夛田 耕一  國井  徹 

佐藤 直仁  佐藤  譲  伊藤 久美  白田 美香  田中 静佳 

           石塚 毅彦  加藤 道代  石井  敦  金子 章江  椎名 倫恵 

    大森 洋子  菅原 妙子   

旧理事 居鶴 一彦 

監事  小川 一弥  菊地 功祐  外山 士郎 

（総理事数 21名、監事数 3名） 

       議長  植木 哲也 

書記  伊藤 久美  白田 美香 

５議事 

本理事会は、理事 21 名のうち 17 名（新理事を対象として）が出席であり、定款第 33 条に基づき理事

会における議決が成立することが確認されたのち、議事に入った。 

 

○ 報告 

１．会長報告／日臨技・北日本支部 

  ・北日本支部幹事会：5/19 に開催（植木会長出席） 

  ・日臨技総会：6/25に開催（植木会長・居鶴前会長出席予定） 

 

２．各地区（村山／庄内・最上／置賜） 

    村山：村山地区事務局長は 山形さくら町病院 石井敦理事に決定。 

    庄内・最上：第 49回定期総会に向けての準備をしている。 

    置賜：県学会を 10/22もしくは 10/29に予定している。 

 

３．各部（庶務／会計／学術／企画） 

    庶務：定期総会議案書をまとめている。訂正があれば連絡を早めに。5月中に発行予定。 

    会計：報告なし 

    学術：部門長分野長会議を 5/28に開催する。 

山形造血器疾患研究会への共催の依頼あり、承認願いたい。（出席理事に諮り承認された） 

    企画：イオンモール天童にて 11/5又は 11/12に開催予定。前回の内容をもとに、日臨技に企画

書を提出する。 

  

  ４．各委員会（生涯教育／精度管理・データ標準化／「山形医学検査」編集／ホームページ） 

    生涯教育：定期総会・総合部門研修会が開催されるが、基礎教科が 30 点・20 点が履修される。 

    精度管理：山臨技精度管理試料は 7/10発送。（64施設が参加） 

    医学検査：VOL.31 NO.2の編集を行っている。役員の方々に原稿依頼をします。 

    ホームページ：特になし 

 

  ５．その他 



    タスクシフト講習会の修了書が日臨技（厚労省医政局長と日臨技会長連名）より届いた。山臨

技では 49名修了するも、今後は 1回の講習会で 60名の受講者（修了者）を目指す(採算性の観

点から)。 

 

 

○ 議題 

1. 令和 4年度予算案について 

    特別会計積立金より予算額に操入し、三地区連携強化費・保健事業連携強化費・学術部門連携

強化費として、総額 300万円でパソコンの購入を行う。総会で詳細を説明。 

 

   2． 第 49回定期総会について 

       Zoom は公開講演のみで使用する。ID は各施設に配布する。参加してくれた新人紹介の場を設け

る。総会直前の理事会は行わないが、担当役員は集合時間を 11 時とし、総会準備と昼食（お弁

当を準備します）して貰う。 

 

３，その他 

   ・今年度の県学会も宿泊・懇親会なし。ランチョンセミナーを大きな会場で行なう。 

    長井市タスホテル予定 

・70周年記念式典は 11月後半に天童ホテルで予定している。記念誌の発行も行なう。 

  ・各部門で口座開設が出来ないか、現金のやり取りを省略する方向でこれからも話し合う。 

  ・県知事表彰に白鷹町立病院 加藤裕之氏を推薦する旨提案あり。満場一致で承認された。 

 

○連絡事項 

・総会時に前回理事会の交通費を渡します。印鑑持参して下さい。 

  ・総会には新旧役員は全員参加でお願いします。山臨技より交通費を支出します。 

 

 

・次回理事会（令和 4年度 第 3回） 未定 



令和４年度  第 3 回理事会 議事録 

１.招集日時  令和 4年 8月 23日（火） 14:00～ 

２.開催日時  令和 4年 8月 23日（火） 14:00～ 

３.開催場所  天童グランドホテル舞鶴荘 

４.出席役員    理事 植木 哲也  夛田 耕一  國井  徹  佐藤 直仁  武田 江身子 

 白田 美香  田中 静佳  石塚 毅彦  加藤 道代  金子 章江 

 椎名 倫恵  小林  喬   

監事  小川 一弥  菊地 功祐  外山 士郎 

議長   植木 哲也 

書記  田中 静佳  石塚 毅彦 

５.議事 

本理事会は、理事 21名のうち 12名が出席であり、定款第 33条に基づき理事会における議決が成立す

ることが確認されたのち、議事に入った。 

 

〇報告 

１．会長報告／日臨技・北日本支部 

  ・日臨技総会：6/25、7/23に開催（植木会長出席）、次回開催は 9/24 

・北日本支部幹事会：5/23に開催（植木会長出席）。 

支部長は新潟県の会長、副支部長が植木会長に決定 

 

２．各地区（村山／庄内・最上／置賜） 

    村山：特になし 

    庄内・最上：9/10に第一回庄内・最上地区研修会を開催予定している。 

    置賜：8/9に地区役員会を開催し、県学会の打ち合せを行った。 

 

３．各部（庶務／会計／学術／企画） 

    庶務：法務局への提出資料を作成している。 

       大雨災害にあわれた会員には見舞金が支払われるので、申請をしていただきたい。 

    会計：令和 4年度の専門部、委員会への前渡金の配布が完了していない。機会をみてお渡しし 

ていく。 

    学術：5/28部門長分野長会議、6/25総合管理部門研修会が開催された。今後、10/22 県学会、

11/3病理細胞部門および遺伝子検査部門の合同研修会、11/12・13北日本学会(函館)が予

定されている。 

    企画：イオンモール天童にて 12/3(土)に開催予定。9月に会場の本予約を行う。 

  

  ４．各委員会（生涯教育／精度管理・データ標準化／「山形医学検査」編集／ホームページ） 

    生涯教育：(株)サノフィが主催するファブリー病に関する研修会に山臨技が後援している。生 

涯教育の登録をしているのでぜひ参加して欲しい。 

    精度管理：山臨技精度管理報告書のとりまとめが完了した。報告会を 12/4(日)ビックウイング 

         で開催する予定。 

    医学検査：VOL.31 NO.2(名簿号)の編集が完了し、予定通り 8/31発行となる。並行して VOL.31  

NO.3の編集に取り掛かっており、今年は精度管理報告書と学会抄録集の合併号とな 



る。 

    ホームページ：タスクシフト/シェア講習会参加時の助成金支給について、職員採用情報、各種

研修会講習会のお知らせを掲載した。 

 

  〇議題 

１. 学術部部門会議の日当支払い基準に関する取り決めについて 

     佐藤学術部長より学術部門内規の改訂が提案され、「部門会議において、会議時間が 45 分以

上および部門員 3 分の 2 以上の出席があった場合は日当を支払う」こととし、全会一致により

決定された。 

 

    ２．第 41回山形県医学検査学会について 

        教育講演の講師を山形県衛生研究所の駒林先生にお願いしている。今回はランチョンセミナ

ー(30分で 2題)を開催し、また、ランチョンセミナーの前後では 1社 5分の企業 PRを行う予

定である。演題は 8/23現在で登録は 2題のみ、少なくとも 15題は欲しいところ。 

     学会役員の委任状をまもなく送付する。役割分担は後日おこなう。 

 

３．山臨技 70周年記念事業について 

  11/26に記念祝賀会を天童ホテルで開催予定。記念誌も発行する。歴代会長、顧問、知事、医 

師会会長等を招待する。 

 

４．タスクシフト／シェアに関する厚労大臣指定講習会について 

  8/23現在で 40名の参加申し込みがあるが、現在の山形県内におけるコロナ感染症発生状況を 

考慮し、12 月以降に延期することを全会一致で決定した。参加申込者への一斉メールの他、各

施設への一斉メールおよび山臨技 HPへ掲載し周知する。 

 

５．「全国検査と健康展」について 

  イオンモール天童にて 12/3(土)に開催予定(再掲)。感染対策に十分配慮しながら行う。 

 

６．その他 

  ・日本医学検査学会・北日本医学検査学会座長への旅費助成について 

    これまで山臨技学術部運営規定 内規の４で、日本医学検査学会の座長へは一人一律 2万円の

助成 (施設からの負担がない場合に限る) があったが、北日本医学検査学会の座長にまで助成

範囲を拡大し、かつ助成金額の見直しを図ってはいかがかと学術部長より提案があった。 

    参加理事による検討が行われ、「北日本医学検査学会の座長までの助成範囲拡大、および 

   実費 5万円まで助成金額を増額する」ことを決定した。学術部長が申請の窓口となり、学術部

門費より支出となる。本年 11/12・13の北日本医学検査学会より適用となる。 

 

〇連絡事項 

・県知事表彰に白鷹町立病院 加藤裕之氏、栄典候補者に居鶴前山臨技会長を推薦した。 

・5/28開催の部門長会議において、講師謝礼の見直しおよび研修会実務員への日当の見直しの提案 

 があった。今後の検討課題とする。 

 

・次回理事会（令和 4年度 第 4回） 未定 
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令和 4 年度  第 4 回理事会 議事録 

1．招集日時  令和 4年 11月 17日（火）  17:30～ 

2．開催日時  令和 4年 11月 17日（火）  17:30～ 

3．開催場所  Zoom による Web 開催 

4．出席役員   理事 植木 哲也  鈴木 貴志  加藤 裕之  夛田 耕一   

國井  徹   佐藤 直仁  伊藤 久美  白田 美香  田中 静佳   

石塚 毅彦   加藤 道代  石井  敦  椎名 倫恵  小林  喬   

大森 洋子   渡部 由紀  

監事 小川 一弥  菊地 功祐  外山 士郎 

議長 植木 哲也 

書記 石井  敦  加藤 道代  

5．議事 

  本会議は、理事 21名のうち 16名が出席であり、定款第 33条に基づき理事会における議決が成立す

ることが確認されたのち、議事に入った。 

 

○ 報告 

１．会長報告／日臨技・北日本支部 

・北日本支部学会：11/12.13（植木会長参加）函館にて現地開催。山形からも 5～6名参加。 

次回は福島。 

・日臨技全国学会：来年、群馬にて開催 

 

２．各地区（村山／庄内・最上／置賜） 

村山：12/3検査と健康展、各施設から数名協力求める。コロナの状況によって開催判断。 

庄内・最上：第 2回研修会を 9月に開催。第 2回は 1月か 2月で開催。健康展に協力予定。 

置賜：10/22県学会開催。演題 22題発表。地区研修会は１月か 2月に予定。 

タスクシフト講習会 2/19、ビックウイングにて開催。9 月に申し込みされた 42 名はそのまま参加。 

50名以上の定員により開催実行のため、あと 8名参加してほしい。 

 

３．各部（庶務／会計／学術／企画） 

庶務：法務局より差し戻しあり。継続中。 

日臨技より都道府県リーダー育成研修会開催打診あり。今回は山臨技では開催せず。 

会計：公益法人会計受理されました。４年継続となる。 

学術：病理細胞・染色体遺伝子部門合同研修会、11/3県立中央病院にて 39名参加。 

臨床微生物部門、11/26県立中央病院にて 

輸血部門 12月輸血 2/4 

臨床生理部門 2/5 

臨床血液部門 2/11 

   北日本支部：座長参加の方に旅費を補助致した。 

 

４．各委員会（生涯教育／精度管理・データ標準化／「山形医学検査」編集／ホームページ） 

  生涯教育：183名日臨技参加。事前申し込みの方の 10名参加確認できず（HPにて点数確認し、連絡

ください） 
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  精度管理：12/4報告会開催、現在 65名申し込みあり。21日締め切り。 

  医学検査：VOL.31 No3 県学会抄録集、精度管理報告書合併号発行した。 

次号 2月末発行予定、12月中に掲載依頼をお願いしたい。 

  ホームページ：学会のアーカイブ発信した。 

 

○議題 

１．第 41 回山形県医学検査学会 学会学術賞・若人奨励賞選考について 

 選考委員の方に選考していただいた。第一選考 6 名。理事にて承認。 

最終選考は会長と副会長、学術部長 5 名で行った。 

学会学術賞：演題番号 9「タスク・シフト/シェアにおける臨床検査業務拡大への期待 

                              ～クライオアブレーション～」 

       遠田有希  地方独立行政法人山形県酒田市病院機構 日本海総合病院 

若人奨励賞：演題番号 6「EDTA 依存性偽性血小板減少症における EDTA 過剰法の検討」 

       松田未羽（23） 山形大学医学部付属病院 

上記 2 名、理事にて承認。 

12/4 精度管理報告会にて表彰式を行う。 

 

２．山臨技 70 周年記念事業について 

   11/26天童ホテルにて開催。式典 45名。祝賀会 30名（招待 17名）、宿泊 14名予定。 

   コロナのため、メーカー不参加でてきている。 

   式典受付 14時 30分からなので、理事の方 14時集合お願いしたい。 

   挨拶予定：山形県知事祝電。天童市長式典参加。深沢理事参加。桑原北日本支部長挨拶。 

山形市医師会不参加。 

   講演：五十嵐先生。講演内容 USBにて引き渡し。座長は植木会長。 

   参加理事（運営補助）への助成を検討中 

 

３．その他 

  精度管理報告会：学術部と委員会にて対応。表彰式は精度管理部長。 

          仕事の分担はメールにてお知らせする。 

  検査と健康展：若手参加を。骨密度測定、顕微鏡等考えている。コロナの状況にて内容検討する。 

   

 

○連絡事項・その他 

臨地実習指導者研修 2023/1/15、3/12  

品質保証認証施設 

購入した PCは、セットアップ中。各部門に配布予定。 

タスクシフト助成金：これから参加の方、当日お渡しする。すでに参加された方で申請された方にも

お渡しする。 

タスクシフト講習会の開催時期について理事より「冬に参加は厳しいのでは？」との意見あり。 

会長より「年度内に開催したいので、ご協力お願いしたい。」との説明があった。 

 

 

・次回理事会（令和 4 年度 第 5 回）  未定（2月以降の予定） 
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令和 4 年度  第 5 回理事会 議事録 

1.招集日時  令和 5 年 3 月 23 日（木）  17:30～ 

2.開催日時  令和 5 年 3 月 23 日（木）  17:30～ 

3.開催場所  Zoom による Web 開催 

4.出席役員  理事   植木 哲也 鈴木 貴志 加藤 裕之 夛田 耕一  國井  徹 佐藤 直仁 

             佐藤  譲 武田江身子  伊藤 久美  白田 美香   田中 静佳  石塚 毅彦 

加藤 道代  石井  敦  椎名 倫恵  小林  喬   菅原 妙子  渡部 由紀 

監事    小川 一弥  菊地 功祐  外山 士郎 

議長  植木 哲也 

書記  椎名 倫恵  小林 喬  

5.議事 

  本会議は、理事 21名のうち 18名が出席であり、定款第 33条に基づき理事会における決議が成立す

ることが確認されたのち、議事に入った。 

 

○ 報告 

１．会長報告／日臨技・北日本支部 

・2/4北日本支部幹事会各県理事出席。 

・北日本学会（函館）12/12・13開催 126題発表あり。 

学術奨励賞 市立函館病院（北海道） 工藤 瑞穂 氏 

       青森市民病院（青森）  高木 彩香 氏 

       星総合病院（福島）   印南 彩  氏 の 3名 

次回第 11 回北日本支部学会は福島県で開催（11/4・5）メインテーマは温故創新～今の挑戦を未

来につなぐ～ 学会長は山寺幸雄氏、実行委員長は松田美津子氏、事務局長は高田直樹氏と決ま

った。会場は福島県立医科大学保健科学部/福島学院大学（福島駅前キャンパス）となった。 

・日臨技第 72回全国学会は 5/21・22群馬県で開催予定。 

 一般と生理部門で座長の打診あり、すでに日臨技に報告済み。 

・臨地実習の研修会参加可能枠 1名が廃止される。2人目、3人目も受講可能になった。 

・タスクシフト研修会 55名が研修修了した。 

２．各地区（村山／庄内・最上／置賜） 

   村山：定期総会 6/3山形ビックウイングに決定（日程等は後日決定。） 

   庄内・最上：地区研修会 1/27に開催。 

         県学会 10/28に予定 会場は鶴岡第一ホテル（下見済み） 

         ＊特別講演は臨床化学担当 

   置賜：報告無し 

３．各部（庶務／会計／学術／企画） 

    庶務：山臨技ニュース 2部発行。タスクシフト研修会の山臨技ニュースも発行予定です。 

       法務局登記申請中（もしかしたらまた記入をお願いすることもありとのこと。） 

       山臨技事務所の水道管が破裂し 1F天井が濡れていた。 

    会計：報告のため準備中 また日当などがまだ渡せていない状況なのでどう渡すか考え中。 

    企画：12/3イオンモール天童で検査展開催。1月末日臨技に会計報告を渡した。 

    学術：各部門研修会終了（生化学は北日本の兼ね合いで開催無し） 

       全部で 9回開催（WEBで 6回、現地で 3回） 各部門会計部長に報告。 
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４．各委員会（生涯教育／精度管理・データ標準化／「山形医学検査」編集／ホームページ） 

    生涯教育：生涯教育終了、承認も OK 3/27にお金を振り込み終了。またすべての登録も大丈夫

とのこと。 

    精度管理：R3、4年度山臨技サーベイ参加証 3月に郵送する。参加証の郵送が遅れていて各施設

に到着していない状況 R5年度サーベイの準備は進めている。 

    山形医学：2月末に 3冊目発行したがまだ届いていない施設あり、 

早く届くように理事で手伝う。  

    ホームページ：年度末各部門の研修の案内や報告を掲示した。 

○議題 

１．令和 4 年度の総括・決算状況と令和 5 年度の活動について 

  （第 41 回山形県医学検査学会／70 周年記念事業） 

   県学会：会計報告完了。総括会議を ZOOMなどにて開催予定（日時は未定） 

   70周年記念：決算により収入 668,000円 支出 628,327円 

         冊子が 100冊あり、施設に 1部ずつ送る予定でいるが、送る準備が出来ていない。 

２．令和 5年度技師会表彰について  

   功労賞：3月退職者などリストアップする。（地区長が選ぶ） 

   若人奨励賞：業務執行理事にて今回は過去 7年間で選考する。（本来は 5年間）点数はそのまま 

   理事会の前にリストアップを 4/10までに行う。 

   また、定期総会議案書の原稿も 4/10までに提出 

３．償却資産報告書について 

山形市へ償却資産報告書を提出しなければならない。県への法人関係報告書も含め、公認会計士

と話をして新年度の理事会までには終わらせたい。 

４．山臨技登録の Zoom使用について 

 セキリュティーが強化され、設定する側が大変になっている。（ワンタイムパスワードが発生） 

 →現在対応中でわかり次第お伝えする。 

５．その他 

 学術部：来年度から対面式が増えていくと思うので活動費を上げて欲しいと要請あり。 

     現在 15万（値上げの影響で数部門から要望あり） 

     →具体的に決めて次回の理事会に持って行くことになった。 

 

○連絡事項・その他 

   山臨技事務所の松田さんが体調不良となり仕事を休んでいる状態。 会長が松田さんと今後につ

いて話し合いを行う予定。 後日の業務執行理事で決定する。 

 

 

・次回理事会（令和 5 年度  第 1 回） 

令和  5 年   4月後半予定    ：     場所；未定 

（わかり次第連絡します。） 


